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、

投
票
し
や
す
く

な
り
ま
し
た

ー
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
!
『
)

七
月
十
二
日
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
、
国
政
選
挙
を
は
じ
め
、
知
事
選
挙
な
ど
の
地
方
選
挙
も
投
票
率
が
年

々
低
下
し
て
い
ま
す

。

ち
な
み
に
、
川
内
町
で
実
施
さ
れ
た
直
近
の
選
挙
は
、
平
成
八
年
十
月
二
十
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
し
た

が
、
投
票
率
五
八
・
九
一
%
と
非
常
に
低
い
も
の
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
有
権
者
の
政
治
的
無
関
心
や
政
治
不
信
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
有
権
者
が
で
き
る
だ
け
投

票
し
や
す
い
環
境
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

。

こ
の
た
め
、
昨
年
十
二
月
に
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

、

今

年
六
月
一
日

(
一
部
は
平
成
九
年
十
二
月
十
九
日
か
ら

)
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
町
で
は
、
今
回
執
行
さ
れ
ま
す
第
十
八
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
こ
の
改
正
公
職
選
挙
法
が
実
質
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
改
正
事
項
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
大
切
な
選
挙
に
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
投
票
さ
れ
る
方
に
特
に
関
係
の

あ
る
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

ポイント 1
投
票
時
聞
が

午
後
八
時
ま
で
に

な
り
ま
し
た

-
い
ま
ま
で
は
午
後
六
時
ま
で
だ

っ
た
投
票
時
間
が
、
午
後
八
時

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た

。

-
夕
方
ま
で
仕
事
の
あ
る
方
も
投

票
で
き
ま
す
。

-
家
族
や
友
人
と
昼
間
レ
ジ
ャ
ー

に
出
か
け
る
予
定
が
あ
っ
て
も
、

計
画
を
変
更
し
な
く
て
す
み
ま
す
。

昼間はミ子供と遊んで、

投票は夜に行きます。

2

一小
さ
な
お
子
様

川
一
な
ど
と
一
緒
に

ポ
一

入
場
で
き
ま
す

付
添
人
、
看
護
人
の
方
と

一
緒
に

投
票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

“

-
い
ま
ま
で
は
、

一
人
で
投
票
所

に
入
る

こ
と
が
原
別
で
し
た
0

・
こ

れ
か
ら
は

、
小
さ
な
お
子
様

と
一
緒
に
投
票
所
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
-
ま

た
、

ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で

付

添
い
や
看
護
が
必
要
な
方
も

、

予
供
と
一
緒
に

行
け
て
助
か
る
わ
。

3
一
自
営
業
の
方
な
ど
や
、

小
一
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

叩
一が
あ
る
方
も
、
不
在
者

ォ
一
投
票
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
が

で
き
る
か
ら

、

お
店
を
休
ま
な
く

て

す
む
わ

。

-
い
ま
ま
で
は
、
投
票
日
に
仕
事

が
あ
る
方
は
、
仕
事
場
が
投
票

区
の
区
域
外
に
な
け
れ
ば
不
在

者
投
票
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。

-
こ
れ
か
ら
は

、

自
営
業
の
方
々

な
ど
仕
事
場
が
投
票
区
の
区
域

内
に
あ
る
方
も
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

・

-
ま
た
、
投
票
日
に

親
族
の
冠
婚

葬
祭
が
あ
る
方
も
、
投
票
区
域

を

問
わ
ず
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。



ポイント 4
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の

私
用
で
、
投
票
日
に
投
票

区
内
に
い
な
い
方
も
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す

J
/
 

投
票
日
は
ゴ
ル
フ
だ
か
ら

、

不
在
者
投

票
を
し
て
お
こ
う

-
い
ま
ま
で
は

、

投
票
日
に
用
務

の
あ
る
方
は

、

そ
の
用
務
が
や

む
を
得
な
い
用
務
で

、

か
っ

、

市
町
村

の
区
域
外
に
い
る
場
合

で
な
け
れ
ば

、

不
在
者
投
票
は

で
き
な
い

こ
と

に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

-
こ
れ
か
ら
は
、

レ

ジ
ャ

ー

や
買

物
な
ど
の
私
用
で
あ

っ

て
も

、

ま
た
市

町
村
の
区
域
内
で
あ

っ

て
も

、

投
票
区
の
区
域
外
に
い

る
場
合
は

、
不
在
者
投

票
が
で

き
ま
す
。

-
旅
行
や
ゴ
ル
フ

、

ス
キ

ー

な
ど

の
予
定
が
あ
っ
て
も

、

計
画
を

変
更
し
な
く
て
す
み
ま
す

。

ポイント 5
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、

他
の
市
町
村
に
住
ん
で

い
る
方
も
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す

…

・
い
ま
ま
で
は

、
引
っ

越
し
を
し

た
方
は
、
都
道
府
県
議
会
の

議

員
の
選
挙
区
の
区
域

外
に
引
っ

越
し
を
し
た
方
で
な
け
れ
ば

、

不
在
者
投
票
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た

。

-
こ
れ
か
ら
は

、

他
の
市
町
村
に

引
っ

越
し
を
し
た
方
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

市外ヘ引っ越した

ばかりだから、
不在者投票をするわ。

ポイン ト ⑤
不
在
者
投
票
の
時
間

も
午
後
八
時
ま
で
に

な
り
ま
し
た

夜8時までなら 、

会社の帰りに

不在者投票ができる。

-
今
ま
で
は

、

午
後
五
時
ま
で
だ

っ
た

不
在
者
投
票
の
時
間
が
、

午
後
八
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。

-
自
営
業
の
方
な
ど

仕
事
を
す
ま

せ
て
か
ら

、

ま
た
会
社
へ
通
勤

し
て
い
る
方
な
ど
は
帰
宅
の
途

中
に
不
在
者
投

票
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。

ポイント 7
不
在
者
投
票
の

手
続
き
が
簡
単
に

な
り
ま
し
た

-
い
ま
ま
で
は
、
投

票
日
に
投
票

に
行
け
な
い
理
由
を
、

宣
誓
書

に
事
細
か
に
記
入
し
な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
で
し
た

。

-
こ
れ
か
ら
は

、

宣
誓
書
に
列
挙

さ
れ
て
い
る
不
在
者
投

票
の
事

由
の
中
か
ら

、

自
分
が
該
当
す

る
も
の
を
選
択
す
る
だ
け
で
す

み
ま
す
。

-
ハ
ン
コ
を
持
っ
て
い
く

必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

と
っ
て
も

簡
単
で

書
き
や
す
い
わ

。

ポイント 8
不
在
者
投
票
所
で
も

氏
名
や
政
党
名
な
ど

を
掲
示
し
ま
す

-
い
ま
ま
で
は

、
不
在
者
投
票
所

に
は

、

候
補
者
の
氏
名
な
ど
は

掲
示
さ
れ
て
お
ら
ず

、
必
要
に

応
じ
て
候
補

者
の
リ
ス
ト
の
コ

ピ

ー
や
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど

を
お
見
せ
す
る
だ
け
で
し
た

0

・
こ
れ
か

ら
は

、
不
在
者
投

票
所

に
も
、
候
補
者
の
氏
名
や
党
派

名
簿
届
出
政
党
の
名
称
や
略
称

を
、

公
示

(
告
示
)
日
の

翌
日

か
ら
掲
示
し
ま
す

。

候
補
者
の
氏
名
や
政
見
名
が

掲
示
さ
れ
て
わ
か
り
や
す

く

な
っ
た
ね

。

以
上

、

主
な
改
正
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
が

、

一
層
便
利
で
、

よ
り
簡
単
に
な
り
ま
し
た

。

ご
近

所
や
友
人
な
ど
お

互
い
に
誘
い
合

っ

て
、

棄
椛
す
る
こ
と
な
く

、
あ

な
た
の

貴
重
な

一
票
を
投
じ
ま
し

ト
』
品
、
司
ノ
。

伝
え
よ
う
あ
な
た
の

気
持
ち
を
一
票
に
ー

な
お
、
選
挙
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は

、
川
内
町

選
挙
管
理
委

員
会
(
役
場
総
務
課
内

2
9
6
6

・

2
2
2
2

)
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ

、

。
iv 



平
成
十
年
度
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

:ワノ1-ワノ3:

さ
て

、

米
の
需
給
均
衡
の
回
復

と

価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は

、

生
産
調
整
が
重
要
な
手
段
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
で
は

、

米
の
需
給
と
価
格
の
安
定
に
向
け

た
対
策
と

併
せ
て

、

稲
作
と
転
作

と
が
結
び
つ
い
た
水
田
営
農
を
確

立
す
る
た
め
に
、
今
後
と
も
生
産

調
整
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く

こ

と
が
必
要
で
す
。

今
後
と

も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

みp
a
転
作
の
孔
地
雄
、
議
G
M収

平
成
十
年
度
緊
急
生
産
調
整
推

進
対
策
転
作
実
施
水
田

の
現
地
確

認
を

、

日
程
表
の
と
お
り
実

施
し

ま
す
の
で

、

農
家
の
皆
さ
ん
は
次

の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
十
年
度
緊
急
生
産

調
整
推
進
対
策
事
業
確
認

票
を
農
事
組
合
長
又
は
区
長
に

事

前
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で

、
現

地
確
認
日
ま
で
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
て
、
転
作
田
の
見
や
す
い
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と
こ
ろ
に
一
筆
ご
と
に
設
置

し
て

お
い
て
く
だ
さ
い

。

転
作
実
施
水
田

の
変
更

や
、

新
た
に
転
作
を
実
施

さ
れ
る
場
合
は

、

農
事
組
合
長
(
区

長
)
へ
お
申
し
出
の
う
え
、

も
れ

の
な
い
よ

う
に
変
更
又
は

追
加
し

て
、

確
認
票
を
設
置
し
て
く
だ
さ

、

。
tlv 

ー調
整
水
田

(水
張
)
に

よ
り
転
作
を
実
施
す
る
場

合
は
、
地
番
、
減
反
面
積
を
確
認

票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

~ 
永
年
性
作
物
等
で
植
栽

年
数
経
過
(
果
樹
四
年

、

し
き
み

三
年

、

林
地

一
年
、
施
設

一
年
等
)
に
よ
り

面
積
の
み
実
績

算
入
扱
い
と
な
っ
て
い
る
転
作
田

で
、
農
事
組
合
長

(区
長
)
へ
配

布
の
現
地
確
認
野
帳
に
転
作
定
着

分
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
転
作

~ 

な
お

、

確
認
票
の
設
置
等
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

戸h
J、

田
に
つ
き
ま
し
て
は

、

確
認
票
を

設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

、

変
更
が
あ
れ
ば
農
事
組
合
長
(
区

長
)
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

。

一
役
場
産
業
課
}

2
9
6
6
・

2
2
2
2
(
代
)

内
線
4
5

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

月 日 現地確認地区名

(三内地区)

7月 1 日
問屋 、狩場、日浦 、音問、徳吉、 ~jlj 之 内、ーヶ谷、

保免、和田丸、惣田谷下、惣田谷上、井内 1:1二l 、

(水) 井内上、滑川上 、土谷、相之谷

() 11 上地区)

川筋 、 鳥の子、原 、 西組、上砂、高木、竹之鼻、吉久

(三内地区)

永野、井内下 、井内西 、 十j!j- 111 中 、 十jij- 111 下
7 月 2 日 (J 11 上地区)

(木)
添谷、檎皮、松瀬川音田、 一軒屋、横灘、宝泉 、

原NI 、 旦之上、下海上、猪之窪、上古市、下古市、

西仁~I村、上之町、宮束、天神 、市場、中之 11IJ・ 、小坂、

下之町、下 7 1 1' 、 斉院之木、森、北八1 11香 、 道向

(三内地区)

なし
7月 3 日

(金)
(川上地区)

西之側、上海上、西古市、東 1:1:1 i".1今、 板戸 、

八11'昔 、曲里



埋
蔵
文
化
財
の

保
護
に
つ
い
て

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
、

土
木
工
事
等
を
行
う
際
の

届
出
、
手
続
き
に
つ
い
て

最
近
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で

、

家
の
新
築
や
道
路
工
事
等
が
増
え

て
き
ま
し
た

。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
土
の
中
か

ら

出
て
く
る
も
の
が
埋
蔵
文

化
財

で
す
。

埋
蔵
文
化
財
は

、

一
般
的
に
旧

石
器
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
を

対
象
と
し
て
い
ま
す

。
(明
治
時
代

を
含
む
時
も
あ
り
ま
す

。
)

近
年
、
川
内
町
で
は
、
ふ
る
さ

と
交
流
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
展

開
し
て
い
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
、

「
揚
り畑
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
を

、

随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
文

化
財
保
護
法
や

県
の
手
続
き
条

例
に
よ
り

、

埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
及
び
そ
の
隣
接
地

や
埋
蔵
文
化
財
が
予
測
さ
れ
る
土

地
に
つ
い
て
は

、
試
掘
調
査
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す
。

家
の
新
築

・

増
改
築

、

土
木
工

事
等

、

土
地
の
現
状

変
更
を
行
う

際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町

教
育
委
員
会

2
9
6
6

・

4
7
2
1

手
続
き
の
方
法

に
つ
い
て

役
場
各
課
へ
の
工
事
届
出

• 

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
ま
た
は
隣

接
地
・
予
測
地
に
該
当
す
る
場
合

‘一一

埋
蔵
文
化
財
確
認
願
い
を
提
出

(川
内
町
教
育
委
員
会
ま
で

)

‘一一

試
掘
調
査
を
行
い

、

そ
の
報
告
書

を
愛
媛
県
に
提
出
し

、
遺跡
が
確

認
さ
れ
れ
ば
本
格
調
査

川内町遺跡地図

(一部抜粋)

物部塚古墳

南方広見 3 号I賞
南方r1:、見 2 号墳
南方広見 i 号墳
保免jil跡
表 ) 1 1 東遺跡、

表川 i山泣跡

竹之必遺跡
安 III寺跡、
日 11之内焼窯助、

天干1 11 山山 11'f泣跡、

和田 :;!L ，~，J員 IÞY
鳥屋ケ森JJ;X跡

Üt~ケ森城跡、

illi盟古1費

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)
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宝泉、新池周辺遺跡
川上古墳百平

四i:l~寺墓地
苔谷焼窯助;

宝泉 l 号古墳
宝泉j立湖、

旦之」ニ 1 号墳
旦之上 2 号墳

凶組金l~~m さん古墳
i国之 ff!lJ古墳
揚JIU 1 号I貧
困組 l 号墳
揚り-r.IU造助;

揚JIU 2 号墳
) I[_[ニ布11 t:l己，1.員

協塚古境

( 1 ) 

(2 ) 

( 3 ) 
(4 ) 

(5 ) 

(6 ) 

(7) 

(8 ) 
(9 ) 

(10) 

(11 ) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 



* 
下
表
の
健
診
は

、

す
べ
て
無

料
で
す
。

(
疾
の
検
査
を
除
く

)

申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
で

も
受
診
で
き
ま
す

。

事
前
に
健

康
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ

く
か
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

ご
自
分
の
地
区
の
日
程
で
都

合
の
悪
い
方

は
他
の
健
診
日
で

も
受
診
で
き
ま
す

。

川
内
聞
に
は

ど
の
よ
う
な
健
診
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
つ

* 

健
康
診
査
(
健
診
)
の
種
類
は

た
く
さ
ん
あ

り

ま
す
が
、
こ
こ
で

は
地
区
を
巡
回
し
て
実
施
す
る
健

診
を
主
に

ご
紹
介
し
ま
す

。

* 

、
あ
な
た
の
人
生
を

か
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

-連絡先

川内問健康センター
あなたの
受診をお待ちしています!

fi966・2191

健診項目 問診票 対象年齢・性別 お も な 内 円合そ，

基本健診 白色 40才以」ニの

血圧測定尿検査 血液験査1し肝な貧コど機レ血全ス能血テ10腎糖ロ項ー機白ル能男女 医師による診察

医師等の指示

(心電図 ・眼底検査 ・ I-I bA lC )

肺がん検診 黄色 40才以上の 結核検診もかねています。

男女 問診の結果でタパコをすう本数が多し、 (過去に

多かった) 人はさらに疾の検査もします→健康

センターから個別に郵送してお知らせします。

(料金 700円が必要です)

女性健診 ピンク 18-39才の

女性 医師による診察 コレステロール

J:I:J性脂肪

結核レントゲン ブルーで 16-39才の 胸部のレントゲン掲j形です

検診 ノl、さし 、 男女

骨粗緊症
18-39才女性 女性健診と同時に地区巡回して実施

白色で
ー ー 『 ・. -ーーーー ー ーーー ーーー ーーー ー ー ←ー ーーーーーーーーーーーー ーーーー- -骨- -国曲ーーーーー ー ー ーーーー ー

健診 紫文字
40オー以」二の

女性
十全病院に委託



|年 1 回は、健康診査を受けましょう!

基
本
健
診
・
女
性
健
診

ー
日
程

肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診

月 日(曜日) 士也 区 士暴 所 受付時間

7月 1 日 (水 ) 井 内 井 内 公 民 館 午後2:00~7:00

7月 2 日 (木) 河之内 河之内公民館 午後2:00~7:00

7月 3 日 (金 ) 則之内東 氷 里子 集 .-6、 所 午後2:00~7:00てE王

7月 6 日 (月 ) 則之内西 則之内西公民館 午後2:00~7:00

J骨 )11 滑川生活改善センタ 午後2:00~4:00
7月 7 日(火)

土 クロミ 土 少口と 公 民 館 午後5:00~7:00

7月 8 日 (水) 奥松瀬川 奥松瀬川公民館 午後4:00~7 ・ 00

7月 9 日 (木) 北方東 ~t 方 公 民 官官 午後2:00~7:00

7月 10日 (金) 北方西 西中村集会所 午後2:00~7:00

7月 13日 (月 ) 南方東 南方東公民館 午後2:00~7:00

7月 14日 (火) 南方西 二ヒ 久 集 ，とき、 所 午後2:00~7:00Eコ ヨコr

横灘団地 横灘団地公民館 午後1 :00~3:00 
7月 15日(水 )

前松瀬川 前松瀬川公民館 午後3:30~7:00

7月 16日 (木) 聞T 西 イ建康センター 午後2:00~7:00

7月 17日 (金 ) 田T 東 {建康センター 午後2:00~7:00

8月 27日 (木) 未受診者 健康センター 午後2:00~7:00

臓
器
提
供
意
思
表
示
力
|
ド

(
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
)
に
つ
い
て

昨
年
十
月
十

六
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
「
臓
器
移

植
法
」
に
基
づ
い
て
臓
器
提
供
意
思表
示
カ
ー
ド
(ド
ナ
ー

カ
l

ド

)が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
臓
器
の
移

植
の
際
、
本
人
が
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う

か
書
面
に
よ
り
表
示
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
カ

ー

ド
で
す
。

意
思
表
示
カ
l

ド
、

説
明
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
健
康
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

財
布
等
に
入
れ
て
携
帯
し
て
み
て
は
ど
、
つ
で
し
ょ
、
っ
か
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}(社
)日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
部

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

n
U
司
l
n
J
ι
n
u・
寸
/
n
H
U・
t
l
n
U
F
h
u
nヨ

~O~当する 1 . 2. 3 の番号をOで囲んだ上で
提供したい滋器をOで囲んで下さい 、

1 . 私は、脳死の判定に従い、脳死íJ.Z. ïf値の荊にOで図んた括器
を促併します。 ( x をつけた坦器1.提供しま甘んj

心臓・肺 ・肝臓 ・腎臓 ・修施 ・小腸 ・その他( ) 
2 私は、心強力、停止した死佳、移植の為にOて囲んだm器を提供

します。 (x をつりた話器はi署併 しまゼん)

腎i量 . H~l世(角膜 ) 降服 ー その他 ( ) 
3 . J.td豆、臓器を提供しません。

平?名毎月日 ~ 

本人署名 {自由)

家族署名(自前)
宮、亡判，，; こ町署理事予力一、m 乙ーとL 否こ F をζ寸 .'吾、い ー てごf坦 .t.;":. ，:罪広、 て ー亡

巳月



奪三金手 犠

告舎集峰 J苧

加
歳
が
ス
タ
ー
ト
、

ω
歳
ま
で
全
員
加
入

-
国
民
年
金
に
は

、
日

本
に
住
所

の
あ
る

二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満

の
方
は
、
全
員

加
入
す
る
よ
う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
国
民
年

金
法
第

七
条

)

加
入
の
種
別
は
次
の
と
お

り
と

な
っ
て
い
ま
す

。

第
一
号
被
保
険
者

自
営
業

、

農
業

、

フ
リ

l

タ

ー
、

大
学
生

、

専
門
学
校
生

な
ど

国
民
年
金
の

お
知
ら
せ
(
勧
奨
)
に
つ
い
て

2 

第
二
号
被
保
険
者

会
社
員
(
厚
生
年
金
加
入
者
)、

公
務
員
等
(
共
済
組
合
加
入

者
)

3 

第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

以
上
の
よ
う
に

、
加
入
者
の
種

別
は
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
職
業

に
よ
り
加
入
す
る
種
別
が
変
わ
り

ま
す
。

加
入
の
種
別
が
変
わ
れ
ば
、
速

や
か
に
届
出
を
役
場
に
行
う
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

(国
民
年
金
法
第
十

二
条
)

し - ・・・
ま月社 日
しか会 凹
たら保 民
。 萎墜 お年

産写 知金
金は 与の
番、 せ

z Z 扇
実 九 奨
施年じ

こ

れ
は

、

八
ム
的
年
金
制
度
の

一

元
化
に
対
応
し

、

全
国
民
共
通
の

基
礎
年
金
番
号
を
設
定
し

、
こ

の

基
礎
年
金
番
号
を
キ

ー

と
し
て

、

す
べ
て
の
公
的
年
金
制
度
問
で
の

情
報
交
換
を
行
い
、
加
入
記
録
等

の
正
確
な
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

こ

の
基
礎
年
金
番
号
の
実
施
に

よ
り

、
社
会
保
険
庁
は
、
平
成
十

年
四
月

一
日
か
ら

、

第

一
号

・

第

三
号
被
保
険
者
と
な
る
方
で
届
出

が
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
お
知

ら
せ
(
勧
奨
)
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す

。

最
初
の
通
知
は

、
七
月
初
旬

に

実
施
さ
れ
、
以
降
毎
月
実

施
さ
れ

ま
す
。

こ

の
「
お
知
ら
せ
(
勧
奨
こ
は

、

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

、

該
当
者
に
封

書
で
届
書
を

同
封
し

直
接
通
知
さ
れ
ま
す
の
で

、
内
容

を
確
認
し

、

届
け
が
で
き
て
い
な

い
方
は
、
速
や
か
に
役
場
年
金
係

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
お
知
ら
せ
(
勧
奨)
」の
種
類
・

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。

一k

一
第
一
号
・
第
三
号
被
保
険

一J

一
者
資
格
取
得
勧
奨

{
対
象
者
】

第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
し
た
者

一3

一
第
一
ニ
号
被
保
険
者
該
当

一I

一
勧
奨

{
対
象
者
}

政
府
管
掌
健
康
保
険
及
び
共
済

組
合
等
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な

っ

た
者

軍
第
三
号
種
別
確
認
勧
俣

{
対
象
者
}

第
三
号
被
保
険
者
で
配
偶
者
の

加
入
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た
が
、

引
き
続
き
被
扶
養
配
偶
者
で
あ

る
者

一3

一
第
一
号
被
保
険
者
該
当

一I

一
勧
奨

{
対
象
者
}

配
偶
者
が
第
二
号
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
か

、

又
は
本
人
が

被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

、

第
三
号
被

保
険
者
と
さ
れ
て
い
る
者

一
:
・
一
未
加
入
期
間
国
民
年
金

一E

一
適
用
勧
奨

{
対
象
者
]

第
二
号
被
保
険
者
と
な

っ
た
が

、

そ
の
直
前
の
国
民
年
金
第

一
号

・

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

す
べ
き
期
聞
が
未
加
入
(
未
届
)

と
な

っ

て
い
る
者

こ
れ
ら
の
「
お
し
ら
せ

(勧
奨
)」

は
、
事
実
発
生
白

か
ら

一
f
〉

二
カ

月

経
過
後
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
通

知
が
届
い
て
か
ら
も

届
出
を
さ

れ
な
い
場
合
は
、

社
会

保
険
事
務

所
又
は
役
場
か
ら
国
民

年
金
保
険
料
納
付
書
を
送
付
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す

。



回
目
四
回
目
白
困

保
険
税
は

資
格
、
が
で
き
た
日
か
ら
納
め
ま
す

保
険
税
は
、
国
保
に
加
入
す
る
資
格
、
が
で
き
た
そ
の
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
の
資
格
が
で
き
た
と
き
は
す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き
を
し
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

~
保
険
税
を
納
め
る

r
と
き
の
注
意

国
保
に
加
入
す
る
と
き

・

脱
退

す
る
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
に
保

険
税
を
納
め
た
ら
よ
い
の
か
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う

。

-
J
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き

一1
E

の
保
険
税
は
?

保
険
税
は
、
届
け
出
を
し
た
と

き
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
が
で
き

た
日
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
も
国
保
の
資
格
が
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

届
け
出

が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
資

格
が
で
き
た
月
(
他
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
月
)
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

「
け
司
年
度
の
途
中
で
加
入
・

一F
Z
E
脱
退
し
た
と
き
は
?

年
度
(
四
月
か
ら
翌
年
の

三
月

ま
で
)
の
途
中
で
異
動
が
あ
っ
た

と
き
の
保
険
税
は

、

加
入
の
と
き

は
加
入
し
た
月
か
ら
、
脱
退
し
た

と
き
は
脱

退
し
た
前

の
月
ま
で

の
保
険
税

を
月
割
で

納
め
る
こ

と
に
な
り

でる二

ま
す
。

日
凶
転
入
し
た
と
き
の

一
F
.
、

E

保
険
税
は

転
入
し
て
国
保
に
加
入
し
た
人

に
つ
い
て
は
、
保
険
税
の
算
定
の

基
礎
で
あ
る
前
年
中
の
所
得
金
額

が
不
明
の
た
め
、
前
住
地
に
問
い

合
わ
せ
ま
す
。

そ
の
後
、
所
得
金

額
が
判
明
し
た
あ
と
で
保
険
税
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ぺ
凶
過
年
度
分
の

一4
E

保
険
税
と
は

保
険
税
は
、
毎
年
四
月
か
ら
翌

年
の
三
月
分
ま
で
を
年
間
の
保
険

税
と
し
て
計
算
し
て
い
ま
す

。

た
と
え
ば
、

一
月
に
国
保
の
資

格
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
月
以
降
に
届
け
出
た
よ
う
な
場

合
に
は
、

一
1

三
月
分
の
保
険
税

は
、
現
年
度
の
四
月
分
か
ら
の
保

険
税
と
は
別
に
計
算
し
ま
す
。

こ

れ
を
過
年
度
分
の
保
険
税
と
い
い

ま
す
。

孔
凶
所
得
の
申
告
が

一E
』
冒
遅
れ
る
と

申
告
さ
れ
た
所
得
を
も
と
に
保

険
税
が
追
加
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。

保
険
税
の
計
算
を
正

し
く
お
こ
な
う
た
め
に
、
所
得
の

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

入
の
届
け
出
力主

⑨⑨⑨⑩そ
i 保険税山期間〉会

r 主役 人J
LE所b 合ぼ ?4呆 の

明)計五 kZ 保
¥2AUoJ E を険
寸ト'~) る号空 手~

E 三宮 lぎ

8月に職場の健康保険
を脱退し、 10月に国保に
加入する届け出をしたA
さんの場合

~
保
険
税
を

r

滞
納
す
る
と

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
保
険
証
の
返
却
や
、

保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は
了
部
の

差
し
止
め
な
ど
の
滞
納
処
分
を
、
つ

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

、

き

ち
ん
と
期
日
ま
で
に
納
め
る
よ
う

に
し
宇
品
し
ょ
、
っ
。

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

や
む
を
え
な
い
事
情
で
、
保
険

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、

川
内
町
役
場
福
祉
課
国
保
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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所
得
税
の
特
別

減
税
の
改
正
の

あ
ら
ま
し

平成10年分特
別
減
税
額
の
引
上
げ

特
別
減
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

次
の
金
額
の
合
計
額
と
さ
れ
ま
し

た
。

た
だ
し

、

そ
の
合
計
額
が
本

人
の
所
得
税
額
を
超
え
る
場
合
に

は
、
そ
の
所
得
税
額
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

-
本
人
・
:
三
八
、0
0
0
円

(
当初
分
一
八

、

0
0
0

円
+

追
加
分

O
、

0
0
0

円
)

平
成
ω
年
(
度
)
分

特
ァ BU

1 減ノ
税

フ〉額
し がま
す

}
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養

4

親
族

一人
に
つ
き

一九
、
0
0
0
円

(
当初
分
九
、
0
0
0

円
+

追
加
分

一
O

、

0
0
0

円
)

平成10年度分

個
人
住
民
税
の

特
別
減
税
の
改
正

の
あ
ら
ま
し

特
別
減
税
額
の
引
上
げ

…

・
本
人
・
:
一
七
、0
0
0

円

(
当
初
分
八、

0
0
0

円
+

追
加
分
九
、
0
0
0

円

)

}
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養

4

親
族

一
人
に
つ
き
八
、
五
O
O
円

(
当初
分
四
、
0
0
0

円
+

追
加
分
四
、
五
O
O
円

)

※ 

夫
婦
と
子
ど
も
二
人
の
標
準

世
帯
で
は
、
特
別
減
税
額
が
下

の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

。

た
だ
し
、
所
得
税
額

(平
成

十
年
分
)
・

個
人
住
民
税
所
得

割
額

(
平成
十
年
度
分

)
が
そ

れ
ぞ
れ
下
の
表
の
合
計
額
を
下

回
る
額
の
と
き
は
、
そ
の
額
が

減
税
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
税
務
課

(2
9
6
6

・
2
2

2
2

)
ま
で
。

特別減税の額 所得税 個人住民税 合計

追加分 50 ，000円 22，500円 72 ，500円

夫婦子 2 人
当初分 45司000円 20 ，000円 65 ，000円

の標準世帯

-̂-- 計 95 ，000円 42 ，500円 137 ，500円Eコ

ノ

" 皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
赤
十
字
募
金
は
、

一
、
四
七
四
、
八O
O
円
の
募
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た

、

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
格

別
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
区

長
、
婦
人
会
本
部
役
員
、
班
長

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

日
本
赤
十
字
社
川
内
分
区

社
資
募
金
報
告

総

額一
、
四
七
四
、
八O
O
円

(
内
訳
)

一
般
社
資

一 、

一
五
四

、

0
0
0

円

法
人
社
資

三
二
O
、
八
O
O
円

集
ま
っ
た
募
金
は
、

日
本
赤

十
字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
い

た
し
ま
し
た

。

-



7 周イベ:，ト情報

[宮尾すすむプ口フィーjレ]

鹿児島出身。 宮尾たか志に師事。

有名歌手の司会を務め、テレビ界に進出。
数多くのヒット番組の司会及びレポータ一、
ドラマ、映画にも出演。 日本の社長 500人の

番組を通じての成功の秘訣等々の講演会が好評。

第42回

愛媛夏幸大牢

.日時 8月 1 日(土)

午後ア時20分開場

午後8時00分間演

中央公民館大ホール

宮尾すすむ(タレント)

「人生に夢を /[)に健康をJ

400円
(教青委員会婦人会文他協会で

取り扱っております。)

.場所

.講師

.演題

.受講料

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

田内一斉 • 
• 

@⑩⑧3電 • 
• 
• 

g7月 12日(日) • 
• 

“みん tct 'C美しい川向町に" • 
• 口日時
• 7 月 19 日 ( 日 )

• 集 合午前7時30分

• 開会式午前8時00分

• 試合開始午前8時30分

- 口場所

ー
ポ
l
ル
大
会• 日|内勤労者体育センター ( 1 部)

川|上小学校体育館 (2部)• 
. ※開会式は、全チーム勤労者体育センターヘ集合。

できるだけ、車は乗り合わせでお願いします。
• 



力メラレポート

井内のお田植え行事

滑川のお田植え行事
5 月 24 日、井内で愛桜会主催の田植えが、また、

6 月 7 日 には 、 滑川で青年農業者協議会主催の田

植えが行われました。 井内ではボー イスカウ ト が、 j骨川では、非農家の女性が参加 して手植えによる田植

えを体験しました。

白猪の滝周辺にアジサイ植栽 砂

5 月 25 日、問屋地区生活改善グルー プ 「 じゃがいもの会 (代

表近藤アイ子さん) J の会員が参加 して、草刈り、アジサイの

植栽を行いました。

当 日、植え られた 160本のアジサイの大株は、桑原八郎さん

(下古市)より提供していただいたものです。 白猪の滝周辺を

アジサイの名所にしようと、会員は流れる汗も気にせず作業

に精を出しました。

さっき花季展砂
5 月 29 日から 5 月 3 1 日まで

の 3 日間、中央公民館で第22

回さっき花季展が行われまし

た 。

今年の競技苗は、「白淋j で

入賞者の方々は、右のとお り

です。

4 ホタル祭り
5 月 31 日、 滑川小学校跡で

ホタル祭りが開催されました。

魚、つりや竹細工、 バザーな

どホタル以外に楽しめる催し

もあり、子どもづれの親子で

にぎわいました。

a画‘

第22回さっさ展表彰者
，貝法わ 名 入賞者氏名

IHT 長 戸負ι、 白石徳男

文化協会長賞 大窪 田稔

E義 長 賞 渡部ハヅエ

教育長賞 高木 守

商 工会長賞 高須賀 サカエ

iZL Z 長 ~岩[ 桑原八 郎

金 ~世[ 黒 川県昭

銀 賞 菅野 忠俊

手同 J珪l 近藤信郎

努 力 ，主蛍主手t ìíii)ì田房 一

日一目 理 ぺß者{ 森貞栄久

苦労したで賞 1回企: 一 正

来年も頑張りま賞 ザー'呂. 芳子



孟日力メラレポート

防災パトロール砂
6 月 5 日、防災パトロールが行われました。 水防関係者

が町内各所の災害危険箇所を見てまわり、これから本番を

迎える梅雨・台風シーズンに備えました。

E組旦屋国量誼謹画国

若林幸さん 勇圭ーさん

女子柔道48キロ級で 男子剣道で勇圭ー さ
済美高校の若林幸 さん

(北八111需)が優勝しま

した 。

5 月 17 日行われた全国空手道選手権大会愛

媛県夫会で、渡部一秀さん(横灘団地 l 区)が

中学 2 年の部で優勝。 門田雅さん(保免)が

中学団体で準優勝しました。

8 月 1 5 、 16 日に長野県で開催される全国空

手道選手権大会に川内の道場から 3 ~I ( 門田

雅 ・ 渡部一秀 ・ 渡部友紀子) が出場します。

V 第37回愛媛県
身体障害者体育大会

5 月 17 日、 愛媛県総合運動公園で開催された

県身体障害者体育大会で、伊原寛紀さん、 高須賀

一隆さん、佐伯文夫さんが次の種目で優勝しま

した 。

すスラローム 2 (男子) 1 部 6 km 

伊原寛紀さん

す砲丸投げ、 2 (男子) 2 部

高須賀一隆さん

すハ ン ドボール投げ‘ 2 (男子) 2 部

佐伯文夫さん

企川上スポーツ少年団
ソフトボール部全国大会ヘ!

6 月 7 EI 、 14 日開催された第12回全日本小学生

男女大会県予選で川上スポーツ少年団ソフトボー

ル部が優勝し、 8 月に滋賀県で開催される全国大

会へ愛媛県代表として出場します。



み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
一
」
一
報
く
だ
さ
い。

こ
れ
か
ら
長
雨
や
台
風
の
季
節
と
な
り
ま
す
が

、
川
内
町
で
も
昭
和
十
八
年

に
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

則
之
内
の
宇
和

川
高
雄
さ
ん
よ
り
そ
の
災

害
の

こ
と
を
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

。

厨
w
u

災
害
想
起

則
之
内

宇
和
川
高
雄

土
石
流
災
害
は
、

小
谷
村
や
出
水
市

で
発
生
し
て
多
く
の
死
者
を
出
し
た
恐

る
べ
き
災
害
で
あ
り
ま
す

。

こ
の
土
石
流
災
害
が
則
之
内
山
之
神

川
で
起
き
た
の
は
、
五
十
五
年
も
前
の

こ
と
で
、
当
時
の
情
況
を
知
る
人
は

今

数
少
な
い
。

私
も
昭
和
十
八
年
に
は
中

国
湖
北
省
に
い
て
不
在
で
あ
っ
た
。

昭
和

二
十

一
年
七
月
、
ピ
ル
マ
か
ら
大
竹
港

に
復
員
し
て
焼
野
原
の
松
山
か
ら
汽
車

で
横
河
原
へ
着
き
、
故
郷
の
人
々
に
会

え
る
喜
び
に
胸
は
づ
ま
せ
て
歩
み
を
速

め
、
石
原
の

小
路
か
ら
山

裾
を
ま
わ
っ

た
そ
の
眼
前
に
展
開
す
る
光
景
に

、

し

ば
し
正
然
と
我
を
忘
れ
た
。

国
破
れ
て

山
河
あ
り
と
い
う
も
、
そ
の
河
は
昔
日

の
も
の
で
は
な
か
っ
た

。

か
つ
て
の

美

田
は
見
る
影
も
な
く
大
量
の
土
石
に
埋

ま
っ
て
い
る

。

点
在
す
る
大
岩

、

白
骨

の
よ
う
な
木
の
根

、

流
木
。

夏
の
盛
り

に
緑
さ
え
な
い

、
路
も
な
い
流
れ
に
流

木
の
丸
木
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

水
害
の
報
は
あ

っ
た
が
、
こ

の
情
況

は
予
想
も
し
な
か
っ
た

。

荒
廃
し
た
流

れ
地
を
登
り

、

六
年
ぶ
り
の
我
が
家
に

帰
り
着
く
。

父
母
や
近
所
の
人
達
と
の

涙
の
再
会
で
あ
る
。

兄
は
本
土
南
方
海

上
、

弟
は
比
島
沖
海
戦
で
戦
死
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

幼
き
日
の
想
い
出
多
い

山
之
神
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
兄
弟
と
共

に
再
び
逢
ふ
こ
と
の
な
い
惨
い
え
に
し

で
あ
っ
た
。

111 
之
子11 1
)11 
は

猫
柳
や
石
菖
が
茂
り

2
9
6
6
・
2
2
2
2

鰻
や
ハ
ヤ
の
棲
む
美
し
い
小
川
で
表

川

の
支
点
か
ら
六

日

ほ
ど
上
流
の
「
カ
ケ

ザ
コ
山

」
に
源
流
が
あ
る
。

肥
沃
な
こ

の
山
は

、

昭
和
初
期
は
採
草
地
で
あ
り
、

山
菜
の
採
れ
る

山

で
も
あ
っ
た
。

中
央

一
に
大
久
保
が
あ
り

、

登
り
口
に
上
の
清

一
水
が
あ
る
。

間
近
に
は
熊
谷
草
や
鳥
兜

一
等
の
花
も
咲
い
て
い
る
。

泉
は
二
十

μ

一
ば
か
り
流
れ
て
地
中
に
吸
い
込
ま
れ

、

一
そ
の
附
近
か
ら
成
と
呼
ぶ
緩
斜
面
の
広

一

い
台
地
が
続
き
、
そ
の
東
端
に
源
流
が

一
あ
る
。

台
地
か
ら

下
は
二
百
れ
余
り
の

一
や
や
急
な
斜
面
と
な
り

、

大
岩
の
露
出

一
し
た
所
で
、
そ
の
中
央
近
く
に
下
の
清

一
水
が
あ
り

、

冷
た
い
水
が
岩
の
下
か
ら

一
湧
い
て
き
た

。

山
に
降
っ

た

一
大
量
の
雨
水
は

、
地
下
水
と

一
な
り
こ
の
泉
の

附
近
に
噴
出

一
し
、
こ
の
斜
面
を
崩
壊
さ
せ

一
た
の
で
あ
る

。

こ
れ
が
土
石

一
流
と
なり

、

高
森
の
一
枚
岩

一
を
滑
り
落
ち

、

高
さ
十
が
も

一
の
杉
の
木
立
を
根
こ
そ
ぎ
倒

一
し

、

火
口
を
塞
ぎ
土
石
流
を
溜

(
代
)

又
芸

表
川
吟
社
、
一
八
月例
会
報

池
川
明
谷

白
靴
の
脚
す
ん
な
り
と
組
ま
れ
け
り

父
の
忘
も
五
十
回
な
り

新
茶
く
む

高
速
の
あ
か
り
を
写
す

植
田
か
な

盛
ら
れ
た
る
カ
ラ
ス
食
器
や
さ
く
ら
ん
ほ
昔
好

母
忠
し

故
里
志
し
さ

く
ら
ん
ぽ

毛
つ
く
ろ
ふ
巣
、
三
ち
真
近
の
燕
の
子

干
阿
川
広
朝
の
水
田
の
い
脅
か
な
り

明
日
勿
や
ザ
y

ク
一
つ
の
小
屋
治

後
つ
主
の
み
と
り
児
あ
や
す
夏
座
敷

同
ザ
?
顔
や
渚
に
一
段
ぶ
児
ら
の
声

大
木
へ

を
り
下
り
の

犠
の
列

童
ら
の
か
ん

古
向き

戸
梅
雨
時
間

平
時
%
の
岐
に
喝
さ
け
り
赤
岩
手

;!ii!i 
ロ

渡
部
て
る
み

i度
吾1;

昇足
4乙ヒ
月己

4真
~、

糸
宮
崎

i也
)11 

宇
和
川
悠
起

μ

戸
'
'
h
I
'

4qtw

,r 

t良
吾11

r子

'F 
;也
)11 

~婦人会から~
O婦人指導者地区別研修会

7 月 2 EI (木)10 : 00- 於中山 II/J

O会員研修旅行
7 月 5 日 (日 ) 7 ・ 00- 出ヨE

雨天決行. u寺聞に遅れないようご

集合ください。

0桜学級開級式
7 月 11 日ω 13 ・ 00- 1 5 : 30 

中央公民館大ホール
これから の福祉を考える勉強の後 、

車イスに乗せたり 、押 したり 、 又 、

自分もまた っ てみたりの体験学習をし

ます 。 E[~し込みをしていない人も、

おさそい合わせてご参加]くださ L 、 。

0 7 月のポカシっくり
7 月 26 日 (日 ) 19: 30-

中央公民館大ホール
夕涼みがて ら来てみ ま せんか。 お

友達もつくれます。 ボカ シの話も問け
ます。 多数ご参加ください。

選史
子

叫
ホ
樹

，

美
川
吋

多
喜

世

津
越
f各

芙
弥

美

代
五

月
カロ

寿
明
谷



め
、
圧
力
で
又
崩
れ
、
更
に
大
き
な
力

一

と
な
っ
て
谷
筋
の
岩
盤
ま
で
さ
ら
え
て

一

膨
大
な
量
と
な
っ
て
下
流
に
出
た
も
の

一

と
思
わ
れ
る
。

一

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
二
日

、

中
旬

一

か
ら
降
り

出
し

た
梅
雨
の
雨
は
止
み
な

一

く
降
り
続
い
て
い
る
。

神
戸
か
ら
帰
つ

一

て
い
た
私
の
兄
は
田
植
え
が
終

っ
た
の

一

で
徒
兄
の
家
に
行
き

、

友
人
達
と
将
棋

一

や
雑
談
を
し
て
い
た
。

十
時
を
半
ば
過

一

ぎ
た
頃
で
あ
ろ
う
、
カ
ケ
ザ
コ

山

の
方

一

向
で
地
鳴
と
菰

高
が
響
い
た
。

こ

の
時

一

は
B

m
の
来
襲
と
思
っ
た
そ
う
で
あ
る

。

一

十
二
時
前
と
な
り
兄
は
家
の
向
い
の
橋

一

の
と
こ
ろ
ま
で
帰
っ
た

。

左
岸
の
橋
台

一

が
崩
れ

、

橋
は
斜
め
に
な
っ
て
い
た

。

一

激
流
と
な
っ
て
い
た
川
は
、
こ
の
時
少
量

一

の
泥
流
と
変
っ
て
い
た

。

異
変
が
あ
る

一

と
察
し
た
兄
は
、

川
を
飛
び
越
え
て
家

一

に
走
り
帰
り

、
向
い
を
見
た
時
、
谷
間
に

一

高
く
感
り
上
が
っ
て
い
た
物
が
雪
崩
の

一

歳満

急
を
告
げ
て
叫
ん
だ
。

ろ
で
は
な
か
っ
た

。

彩き
夏 L
ち
ゃ

九

( 7 月 2 日 生 )

よ
う
に
滑

っ

て
水
田
を
埋

め
た
。

上
流
に
あ
る

新
し
い
湖

池

の
土
手
の
決

壊
と
思
っ
た

兄
は
、

「ヰ...0 

岡
の

元気で明るい子に育ってください。
(父 E:)より )

住
民
は
孤
立
状
態
と
な
り
、

山
裾
に
避

難
し
た
。

腰
に
達
す
る
泥
の
中
か

ら
牛

も
引
き
出
し
た

。

山

越
え
を
し
て
親
戚

や
集
会
所
に
避
離
し
た
の
は
翌
日
で
あ

っ
た
。

発
生
が
夜
間
で
あ
っ
た
ら
被

害

は
人
命
に
及
ん
だ
か
も
知
れ
な
い

。

昭
和
十
八
年
の
土
石
流
災

害
は
岡
の

住
民
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り

、
同
時

に
災
害
の
復
旧
に
奉
仕
し
て

く
だ
さ

っ

た
町
民
の
方
々
の
ご
恩
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

。

現
在
、
崩
壊

跡
地
は
樹
木
に
夜
わ
れ
て
い
る

。

地
下

水
も
集
水
井
か
ら
抜
か
れ

、
砂
防
堰
堤

も
築
か
れ
、
下
流
に
は
広
い
流
路
工
も

完
成
し
、
土
石
流
に
対
す
る
備
え
は
充

実
し
、
災
害
地
は
安
住
の
地
と
思
え
る

。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と
か

。

忘
れ
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

。

長

雨
、
異
常
音
、
流
水
の
変
化

等
、
心
の

備
え
が
役
立
つ
と
思
う
。

や
が
て
く
る

梅
雨
、
事
な
か
れ
と
願
う
。

r,a'<>. 

泣き 虫な智 くん ! 優しく元気な
男の子に育ってね・ (父 ・ 母より )

川

柳
も
づ
く
吟
社
六
月
例
会
報

士
号
撰
亭

大
空
に
落

書
5

を
す
る
ジ
エ
ソ

卜

使

雪
舟
の
落
書

さ
波
で
描
く
胤

定
時
川と
云
う

煮
汁
含
め
母
の

d
m

渓
清
水
…
坪
の
声
ま
で
ふ
ロ
む
味

落
書
・
3

が
今
も
校
舎
の
隅
に
有
る

落
書
さ
は
く
さ
り
庶
民
の
戸
を
吐
さ

米
山
の
落

書

さ
後
で
喜
ば
れ

ト
ン
ネ
ル
に
印
が

有
っ
た

県
境

赤
ぺ
ン

で

区
切
っ
た
筈
の
過
去
覗
く

誉
め

言
葉
哀
に
嫌
味
と
ι

久
宝
と

人
中
ロ
ま
せ
る
乳
首
押し
出
す

熱
い
ロ

合
み
綿
品
川
に
は

勝
て
ぬ
一
娘
役

落
書
さ
の
お

泊
落
山
地
蔵
の
爪
を
塗
る

じ
札
ふ』
J

M

H
H
HJ円、
j

v

-

下
っ
て
対
岸

一

の
家
に
向
い

一

事
実
は
池
ど
こ

一

後
か
ら
止

め
ど
な

一

く
流
れ
る
土
石
流
は
、
宅

地
を
埋
め
、
回

一

畑
は
岩
や
木
が
散
乱
し

、

土
塀
の
内
は

一

泥
海
と
化
し
た
。

次
は
丸
畝

町
堰
か
ら

一

宮
前
に
か
け
土
石
流
は
走
っ
た

。

更
に
、

一

川

沿
い
の
回
圃
は
す
べ
て
土
石
流
に
の

一

ま
れ

、

石
原
の
住
宅
も
被
災
し
、
当
時
県

一

道
に
架
か
る
石
原
橋
は
ア
ー
チ
を
流
木

一

が
閉
ざ
し
、
泥
流

は
道
路
を
流
れ
た
。

一

七
ケ
所
に
架
か
る
橋
は

全
滅
。

一

ーー か
日?ず
J主孟 ま

く
ん

( 7 月 1 8 日生)

智 ?
樹;

く
ん

( 7 月 16 日生)

日
H寺

場
所

兼
題

七
月
例
会
御
案
内

七
月
四
日

午
後
七
時

三
十
分

中
央
公
民
館

三
階

名
刺
古
い

・

節

(
フ
シ

"~iてきなこと"がし、 っ ぱいある子に

育っ てね
(父 ・ 母よ り)

「寸 仙
1 _ 1 波
|木市|

し
ょ
』
つ
ご

湖
悟
く
ん

'gｭ
:J!-f 

松
岡

川
作
品
称
美
登
里

田

中
都
築
登
喜
子

山
本
ひ
ろ
志

渡
部
佐
久
良

回
の
岡
田
川

山

本
佐
々
木
胡
舟

平
岡

高
岡

高
話
相
主
ロ
採
亭

事
酌)

 

ト
仁

ム
ん
一

ハ
叫d

'
l

ム

「
「2
'

巧
/(

 

| 強く のひ、のびと育 っ てください
(父町より ) 選

日
美
雪

弘
北
国

元f

峯
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イプブ才メ/ジョブ

愛
媛
県
高
齢
者
大
学
校

受
講
生
募
集

口
学
習
期
間

l

年
(
平
成
叩
年
目
月
i

平
成
日

年
9

月

)

口
募
集
人
員

1

0
0

名

口
受
講
資
格

県
内
居
住
の
印
歳
以
上
で
学
習

意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

口
学
習
日
数
お
よ
び
時
間
数

毎
月
3

日

(ロ
時
間
)
年
間
部

日

(胤
時
間
)
学
習
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

口
学
習
内
容

。
教
養
課
程
(印
単
位
卯
時
間
)

必
修
科
目
と
し
、
全
員
学
習

し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

学習科目 学習内容 議 師

f1 d� 「世界の政治」 ほか 戸深 他次 (愛媛大乙，-教綬 ) I~ か

経 1高 「生活経t青宇入 I"IJ ほか 望月 消人 (松山大学教綬)

歴 史
「伊干の司' (U史J 川岡 勉 (愛媛大学助教綬)

般 「日本の古代史」ほか 寺内 浩 (愛媛大学助教段) ほか

教 社会
「的割i と くりし j 佐藤掛雄 ( SPC地域総合研究附所長)

「生Ù~iのおしゃれj ほか fωl' j，品子 (松山女子教育七ノタ一代表) ほか
謎

[現代の課題J 小沼 大八 (愛媛大年教授)
哲学

fÆillåの .L、」ほか 手来 妙五日 (鎌大師~i~:1竜主 ) ほか

文 化
「愛媛の文学J |的勝(閉す叩受)
「りらしの作法J liか 四谷 房江 (全日本作法会3配管 ) ほか

レクリエー 「さ わやか体操J lM 陽子制附 健康体操研究所代 lU
ンヨ/ 「十J 交ダンス j 安部; 茂文 (愛媛ポールダ/ス協会) ほか

O
専
門
課
程
(
却
単
位
必
時
間
)

次
の
4

講
座
の
う
ち
か
ら
l

講
座
を
選
択
し
て
学
習
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

(
専
門
課
程

の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
)

・
生
活
講
座

(
「
商
品
表
示
の

知
識
」
「
高
齢
者
の
身
近
な

法
律
」
ほ
か
)

-
福
祉
講
座
(
「
家庭
で
で
き

る
看
護
法
」
「施
設
入
所
の

し
あ
わ
せ
」
)

・
園
芸
講
座

(
「
園
芸
の
基
礎

知
識
」
「
東
洋
聞
と
寒
聞
の

育
て
方
」
ほ
か

)

-
陶
芸
講
座

(
「
碗
、

湯
呑

、

鉢
、
血
類
の
成
形
、
仕
上
げ

、

施
粕
」
「
絵付
指
導
」
ほ
か
)

口
申
込
期
間

平
成
叩
年
8

月

1

日
か
ら
8

月

初
日
ま
で

口
援
業
料

無
料

(
た
だ
し、

学
習
用
原
材

料
の
実
費
は
本
人
負

担
)

口
受
講
許
可

定
員
超
過

の
場
合
は

、

公
開
抽

選
と
し
ま
す
。

口
受
講
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

所
定
の
受
講
願

書
(
役
場
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
)
に
所
定
の
事

項
を
記
入
の
上

、
松
山
市
道
後

町
2

丁
目
9

番
は
号
愛
媛
県

長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

9

2

6

・
8

8
8

9

)
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

E 

園
陸
海
空

園
自
衛
官
募
集

• 

• 

自
衛
隊
で
は

、

来
春
卒
業
予
定

の
高
校
生

、

大
学
生
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

{
自
衛
官
の
待
遇
と
生
活
}

口
身
分
等

特
別
国
家
公
務
員

口
給
与
等

初
任
給
1

6
1

、

9

0
0

円
1

1
よ

ワ
i

Fh
u

7

0
0

円

(
衣
食
住

無
料
)
ボ
ー

ナ
ス
年
3

田

口
休
暇
等

週
休
2

日
制
、
有
給
休
暇
年
出

日
口
進
学
等

大
学
2

部
へ
の
進
学

、

通
信
教

育
受
講
可

能

口
免
許
等

各
種
国
家
資
格

・

免
許

・

各
種

免
許
取
得
教
育
実
施

口
そ
の
他

大
学
等
進
学
予
定
者
の
併
願
受

験
歓
迎

募集種目 資 格 試験 日

2 等陸 ・ 海 ・ 空士」 9 月 29 日 (火) 又は 30 日 (水)

婦 人 自 偉I 官 1 18歳以上~ 27歳未満 9 月 28 日 ( 月 )

苗Eヨ {侯 補 士 9 月 19 日 (土)_J 複数受験可能
一 般曹候補学 生 18歳以上~ 24歳未満 9 月 1 9 日 (土) I 
航空学生 (パイ ロ ッ ト ) 高卒 (見込) ~21 歳未満 9 月 23 日 (水)

看 護 ~牛f車" 生 [ 高卒 (見込) ~22歳未満 10月 29 日 (木)

防衛医科大学 11 月 7 日 (土 ) ~11 月 8 日 ( 日 )
防衛大学校 I 高卒 (見込) ~21 歳未満 11 月 14 日 (土 ) ~11 月 15 日 ( 日 )

※
詳
し
く
は

、

川
内
町
役
場
総
務

課

(2
9
6
6

・

2
2
2
2
)

又
は
自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

(E
9
4
7

・
3
0
4
0

)
ま
で

ロ ー・・・日 Lこ弓三
関ど
すも
る・
12女
日寺 '1主
医司 σ〉
電人
言舌格E
相問
談題

土
寸

7

月
お
日
(火
)
、
7

K
オ
d

1
1

A
ヒ
十
J

E

怯
1
1

2

正



イプブ才メ/ジョブ

口
相
談
内
容

「
い
じ
め
」・
体
罰
等
子
ど
も
の

人
権
問
題
並
び
に
女
性

差
別

・

家
庭
問
題
等
の
女
性
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無料
・

秘
密
厳
守

)

口
電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ハ
U
1
i
円/
』
ハ
U

・

ハ
U
つ
中
に
J

・

に
U
R
d
n
u

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

口
主
催

松
山
地
方
法
務
局

、

愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

特
日又

人
権
相
日炎
所

口
日

時

7

月
1

日

(水
)
。
土
寸
1

5

土
寸

句l

ム
n
H

司l

ム
口
μ

口
場

所

川
内
町
中
央
公
民
館
応
接

室

口
相
談
員

人
権
擁
護
委
員
3

名

(相
談
無

料
・

秘
密
厳
守

)

圃
い
じ
め
・
な
や
み

圃
等
の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火

・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
加
分
1

午
後
5

時

口
場

所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談

室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者
・
関
係

者
か
ら
の
相

i
q
qリ
ノ

口
相
談
員

渡
部
良
品
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・

秘
密
厳

{
寸
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・
6
1
5
0

-
無
料

園
交
通
事
故
相
談

口
相
談
日
時

(
専門
相
談
員
に
よ
る
)

月
曜
日
か

ら
金
曜
日

午
前
9

時
半
1

午
後
4

時
叫
分

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
l

の
3

公
判
'
ヨ

助
E
h

木
人
央
主
同長
日
炎
セ

J
A
I
l
-
-
I

s
i

-
-

一

i
l
v
n

v

三
n

-J
J
A
B

-
一

1
「

ン
タ

l

口
電
話
相
談

2
9
4
5

・
2
3
3
5

(直
通
)

口
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
午
後

l

時
1

4

時

:

7

リ

3

t
t

l

J

、

J

/
:
7

・

t
J

1
1
p

i

〆
二

J
4
4
4

H
叶

J
A
什
1

2
コ
"

j
J
'

d
A
1
\

一
検
察
審
査
会
日
年

今
年
は
検
察
審
査
会
制
度
が
で

き
て
印
周
年
に

当
た
り
ま
す
。

犯

罪
の
被
害
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
の
に

、

検
察
官
が
加

害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ

の
よ
う
な
場
合
に

、

そ
の
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の

が
検
察
審
査
会
で
す
。

詳
し
く
は
、

松
山
市

一
番
町
3

丁
目
3

の
8

松

山
地
方
裁
判
所
内
松
山
検
察

審
査

会
事
務
局

(8
9
4
1

・

4
1
5

1

・
内
線
2
3
5

)
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

園
松
山
矯
正
展
・
刑
務
所

園
作
業
製
品
展
示
即
売
会

口
重 場 7
信 月
JHJ 所 1 9 時
見日
::�. 

;2; 20 
丈 E:!

口
日

}

L
L4
5

k
，
ョ

r
t

此
廿
1

1

1
1

t
t

松
山
刑
務
所

2
9
6
4

・
3
3
5
5

口
内
容

.
矯
正
展
コ
ー
ナ
ー

パ
ネ
ル

・

ビ
デ
オ
等
に
よ
る

矯
正
施
設
の
紹
介
及
び
受

刑

者
、
被
収
容
少
年
の

書
・

絵

画
・

作
文
等
の
展
示
や
刑
務

所
面
会
所
の
見
学
な
ど

-
即
売
会
コ
ー
ナ
ー

刑
務
所
で
作
ら
れ
た
各
種
タ

ン
ス

・

食
器
棚

・

書
棚
・
整

理
箱
等
の
木
工
家
具
、
将
棋

盤
、
碁
般
肌
、
縁
台

、

藤
製
品

、

紳
士
靴
等
の
革
製
品
、
漆
器

類
、
味
噌

、

醤
油
な
ど

.7月三切の収集目・
清掃センター 電話 966-4989

lもえるごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 ・ 西谷
7 月 20 日 ( 月 ) は

月・木 土谷 ・ 滑川・ 奥松瀬川
7 月 2 1 日 (火) に収集

毎 天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西

週 火・金
南方東 ・ 南方西

町西・町東 (天神を除く )
変更なし

水 ・ 土
山田団地 ・績灘団地・前松瀬川

『広
報
か
わ
う
ち

』6
月

号
に
掲
載

し
ま
し
た
役
職
員
名
簿
の
う
ち

、

青

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
補

導
員
(
ロ

ペ
l

ジ

)
の
と
こ

ろ
で

、

お
名
前

の
間
違
い
と
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま

し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

奥 土
地松

}瀬 区
)11 -EI 

i度 曽
音日

我部'申じ.' 正
宏
ZJi口A 士'也1=-、

晶 f左
岡 イ白

三M皇，、

秀
人 豊

「H
い
れい
山
礼
ム
ロ
口

一
H
U

-
-5

1耳
、
λ
1
1

川
内
中
学
校P
T
A

大
田

ふ
く
み

2.もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷 ・ 西谷

土谷 ・ 滑川 ・奥松瀬川 7 月 13 日 ( 月 ) 7 月 27 日 ( 月 ) 7 月 13 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東・ 北方西
7 月 14 日 (火) 7 月 28 日 (火) 7 月 14 日 (火 )

南方東・南方西

町西・町東 (天神を除く )

7 月 15 日 (水 ) 1山田団地 ・ 機灘団地 7 月 8 日 (水) 7 月 22 日 (水 )

前松瀬川



健康センターから

7月健康情報
-健康センター n966・2191

置組暗加請[這老酒

0もぐもぐ教室(離乳食講習)

日 時 7 月 28 日 伏)

午前 9 時30分~
場 所 健康センター 2 附

対象児 平成10年 2 月 ~ 4 月生

まれの乳児と母親

内 容 栄養士の話「離乳食の

進め方について」

調理実習及び試食、身

体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳、エプロ

ノ

0 1 歳 6 ヵ 月 児健診

日時 7 月 30 日 (木)

受付午後 l 時 ~ 2 時

場 所 健康センター 2 階

対象児 平成 8 年11 月 ~平成 9

年 l 月生まれの幼児

内 容 身体計測 、 貧血検査、

小児科診察、歯科診察、

保健指導 (栄養 ・ l!lHGj-)

持参品 母子健康手帳、アンケ

一卜 (事前に送付しま

す)

0乳幼児相談

日 時 毎週水111'il日

午前 9 時~ 12時

場 所 健康センタ- 1 階

持参品 母子健康手帳

内 容 身体計測、育児相談

-"i3!揖語調・

置{軍軍奮ヨ・

0いきいき健康講座

「女性のこころとからだJ

日 時 7 月 29 日 付

午後 l 時30分~ 3 時

場 所 健康センター 2 階

講 師愛媛大学医学部

産婦人科阿部恵美子

E[.tdll彊m設置

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧測定、尿検査を行っていま

す。 健康に関することはお気il珪に

ご相談下さい。

日 時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場 所 健康センタ- 1 階

運動指導室

。こ ころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年

寄りの痴呆等の相談をお受けして

います。

日時 7 月 2 日 (木)

午前 9 時 ~12時

場 所 健康センタ一及び家庭

訪問

(注)予約制ですので、事前に保

健婦までご連絡下さい。

日時 対象児と注意事項

種 I 7 月 21 日 伏)

受 |午後 21時 ~ 311寺
Cコ

麻 1 7 月 30 日 (木)

午後 3 時 ~
疹 1 3 時30分

3 ヵ月 ~ 7 歳 6 ヵ月の者。

* 百日ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジフ

テリア - 破傷原u を受付で申し出て受けて下さい。

l 歳~ 7 歳 6 ヵ月の者。

* 以前に、lVlMR (麻疹 ・ 風疹・おたふくかぜ)ワク

チンを接種したことのある方は、受ける必要はありま

せん。

。場所 ↑准I!ltセンター 21暗 。持参品 母子l健康手帳、 予防接種手帳、 体温計

.‘ 

「愛の血液助け合い運動j 月間

-"I.B:U~・
理学療法士による機能回復の訓練を行 つ

ています。

日 時 旬:週水l曜日

午後 1 時 ~ 3 n寺

場 所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので 、 保健婦ま
でご連絡下さし、。

E司・町市

日 時 7 月 22 日 例。

9 時30分~ 16時

場 所 松下寿

-~"，.m; ... ..:a鴇昌司E週i~U_

日 時 毎週月曜日

与二前 8 時30分~ 101l寺

場 所 健)Jt~センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

予防注射 i斉票

.... ~~品開伝置 {;~t;抑制/11 : 'F-lii: 8 [>.130分、':'徒 511手30分)

日 当番医 住所 | 電話

5 日 辻手| | ド64
( 日 i曜日 )

循環保利 重信町一悶窪 0013 
内科小児科

12 日 中川病院 1 松 Ill rlïP判梅本 lHl |||976 781 1 
( 日 H龍日 )

日 I < ri'U"JH I t: LlJrlï ~traFj\JIT I時( EIII琵日 ) I < r i'た内科 松山市北梅本町 0011 

201:1 様石病院 1 重 {吉 田]志津川 1 964 一1234 
( iñJの口)

26 日
愛媛十全

医療学院 1 川内 IBJ 南方 1l|966-501 1 
( 回日程日 )

付属病院

24時間体制
川内町在宅介護支援センター

ft966・6250
お気軽にご相談くださし 1 。



Photo 

表紙の写真

6 月 14 日、レクリエーションスポーツ大会

が川上小学校体育館で、行われました。

あいにくの雨で、 室内で、の軽スポーツとな

りましたが、 手11珪にできるシャフルボードと

スマイルボー リ ングをみんなで楽しみました。

人

( 6 月 1 日現在)

11 ，039人 (+ 1 人 )

5，235人 ( -3 人)

5，804人 (+4 人)

町の動き

口

男

女

(+2 戸 )

戸籍の窓
( 5 月受付分 ・ 敬称|略)

食お誕生おめでとうございます

3，713戸世帯数

川
上
村
消
防
団

第
一
分
団
詰
所

先
月

号
で
川
上
村
消
防
団
第

二
分
団
事
務
所
の

写
真
を
掲
載
し
た
と

こ
ろ

、
こ

ん
ど
は

川
上
村
消

防
団
第

一
分
団
結
所
の
新
築
当

時
の
写
真
が
出
て

主
C
土
JF
1
レ
れ
ん。

川
内

保
育
園
前
の

町
裏
水
路
の
上
に
建
て
ら
れ

て
い
た

消
防
詰
所
で

、

市
場
区
の
集
会
所
と
し
て

も

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

詰
所
の
下

が
水
路
の

た
め

、

夏
は
涼
し
か
っ
た
そ
う
で
す

。

(市
場

田
部
蹟
明
さ
ん
提
供

)

な
つ
か
し
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

住所 保護者 名 前 生年月日

和 FFI 丸 白戸美総
ゅう へい

4.24 :/j.lf:平

高木 i白木英夫
三き

5.14 ザIf，斗

ik ill} ;L児 .IF! 、 ょT( ;1;111 5.16 

宮東 佐伯 T町r
/. \}>.", 

5.15 告と 11造

女 ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

ガリラヤ;if 大石静子 86 5. 2 大石 iiF子

1骨 川 上 11 1 1出時刻i 74 5.3 I 11 端 11寺t.fI

板 戸 ノト綱キヨカ 83 5.12 小網 i政蹟

ガリラヤ荘 鷲野政子 101 5.12 1j~~ 型T 政子

j!)，j l'lコ 十j ill}1こい 槌t-IJ 78 5.14 ill}'=I" 佐子

iiï[之内音問 寺川 重三 89 5.23 寺 I 1 1 i'i!! i台

ヲミ ネ 11 1 曽我音1\正行 71 5.21 曽J比 j\i l\IF::行

ト
ふ
、
つ
ノ
。

梅
雨
期
に
入
り

、

な
か
な
か
お

天
道
様
を
拝
む

こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ

の
柿

一附
も
七
月
中
旬
頃

に
は
例
年

明
け
ま

す
。

そ
の
梅
雨
明
け
頃

に
よ
く
大
雨

が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ

の

大
雨
を
こ

の
あ
た
り
で
は
"
石
鎚

の
お
お
ぐ
そ
流
し
“
と

か
い
い
ま

す
。

時
間
に

二
十
ミ
リ
以
上
、
降

り

始
め
て
か
ら
百
ミ
リ

以
上
の
大

雨
に
な
っ
た
ら

十
分
注
意
し
ま
し編集/川内町総務課

干 791 -0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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く監盟阻1)

白
猪
の
滝
入
口
に
、
今
年

三
月
、
白
猪
谷
堰
堤
が
完

成
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
堰
堤
で
す
が

、

こ

の
程
堤
に
は
、
野
山

を
駆
け
回
る
猪
の
姿
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
堰
堤
周
辺
に
は
、
自
然
石
を
活

白
猪
谷
堰
堤

か
し
た
親
水
護
岸
が
、
下
流
の
橋
に
は

、
紅
葉
の
葉

を
描
く
な
ど
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
堰
堤
よ
り
上
流
に
つ
い
て
も
、
公
園
整
備
と

併
せ
て
こ
れ
か
ら

整
備
が
進
み
ま
す
。


